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研究成果の概要（和文）：ASDの診断システムの確立として、ASDの特性を明らかにした。成人ASDの主な研究
は、「言語発達の特性」を明らかにし、ASDにおける特異的言語の獲得がなされていることが示された。また非
接触型情動反応評価のASD の診断における有効性を検証した。一次の視点取得課題においてもASDが定型発達群
とは異なるストラテジーを用いている可能性を示唆された。また幼児期ASDにおいては、以前から実施中の子育
て支援の効果を明らかにした。年間を通じたプログラムにより、ASD児の言語や社会性に発達が促された。保護
者の子育て不安の軽減につながった可能性がある。本研究成果は全て海外・国内論文で発表した。

研究成果の概要（英文）：The characteristics of ASD were clarified as the establishment of ASD 
diagnostic system. A major study of adult ASD reveals "characteristics of language development" and 
indicates that specific language acquisition in ASD is achieved. Furthermore, focusing on “
emotional response atypical”, the effectiveness of non-contact emotional response evaluation in the
 diagnosis of ASD was verified. It was suggested that ASD might use a different strategy from the 
atypical development group even in the primary viewpoint acquisition task. In addition, it was 
clarified the effect of the childcare support that has been implemented in the early childhood ASD. 
The year-round program encouraged the language and social development of ASD children. The results 
of research in early childhood and adulthood were published in overseas and domestic papers.

研究分野：発達障害

キーワード： 発達障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ASD発見マーカーとして生物学的指標が確立されることにより、診断システムの構築作りが可能になる可能性が
出てきた。また発達の適切な段階でそれぞれの子ども・大人に適した支援や家族の支援につなげるための科学的
エビデンスとして社会に還元ができたと思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
研究① 
１．研究開始当初の背景 
(1) 視線計測を用いた自閉スペクトラム症（ASD）の診断システムを開発するために、本研究
では、成人 ASD と健常統制（TD）群を対象にして、アイトラッキング技術を用いて計測を実
施した。 
 
(2) ASDの中核障害の一つである社会コミュニケーション障害がみられる。先行研究によると、
視覚的他者視点（VPT）の能力は、社会的認知の基本的なプロセスを構成することを示唆して
いる。近年、心の理論が乏しい ASDの VPTの能力が注目されている。これまでは、ASDの意
図的な VPT 能力が検討されており、最近の研究では、定型発達（TD）は、相手の立場に立つ
ことを明確に要求されていない場合でも、意図的でない、または暗黙の了解が求められる、VPT
の能力も高いことが報告されている。ASDについて臨床上の特徴として捉えられるが、生理学
に基づいた知見は一致していない。本研究では、ASDの VPTに着目し、ASDの客観的重症度
評価・簡易診断指標を確立できる可能性がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ASD診断・重症度評価の指標を確立するために、生理学的な視点から、ASD
の特性を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
〔研究対象〕昭和大学烏山病院に通院する ASD 20名および年齢・性別をマッチングした定型
発達成人男性 18名 

 
〔実施内容〕非接触型計測による ASDの行動の非定型性評価に適した計測パラダイムを確定す
る為、以下の計測を実施した。これらと合わせ、ASDの評価者スケールである ADOS評価、
質問紙調査を実施し、知能・性格特性の簡易評価を実施した。 

実験：注視点計測 
Samsonら（2010）のパラダイムに従い、一次の視点取得課題を行ってもらった。実験では、図
１のような画面が表示される。画面に表示されたアバターの目に見える赤丸の個数（Other 
Perspective 条件）もしくは、被験者自身の目に見える赤丸の個数（Self-Perspective 条件）をボ
タン押しで回答してもらうという課題を課し、その間の注視点を Tobii アイトラッカーで測定
した。測定した注視点データを基に、3つの ROIに対する平均注視時間を条件ごとに算出した。 
 

 
図 1「注視点計測実験の刺激例」 

 
４．研究成果 
計測の注視点データ解析では、分散分析により、各 ROIに対する注視時間の群間・条件間比較
を行った。その結果、アバターの顔領域に対する注視時間に、群（ASD-TD）ｘ実験条件（Self
条件－Other条件）の交互作用がみられた（p <.05）。下位検定の結果、TDにおける注視時間は、
Other条件で Self条件よりも有意に長かったが、ASDでは、実験条件の単純主効果は観られな
かった。その他の ROIに対する注視時間は、TDのほうが ASDよりも有意に長かったものの、
群と実験条件の交互作用は見出されなかった。また行動データと心理評価との相関はほとんど
示されなかった。結果に基づくと、ASDの視覚的視点取得能力に関する先行研究では、他者の



目に“対象がどのように見えるか”と問う 2 次の視点取得課題では、TD に比べ、ASD に成績低
下がみられる一方、本研究で用いたような（“他者の目に対象が見えるかどうか”と問う）一次
の視点取得課題の成績に群間差はみられないというのが通説だった(Pearson et al, 2013)。しかし
ながら、本研究の結果は、一次の視点取得課題においても ASDが TDとは異なるストラテジー
を用いている可能性を示唆している。視覚的視点取得は、所謂「心の理論」の基盤となる認知
能力と考えられているため、本研究の知見は、ASDにおける社会的コミュニケーションの非定
型性の本質解明において重要な示唆を与えるだろう。今後もさらに ASDの VPTの能力に関す
る研究を実施することにより、ASDの特性を把握し、早期で正確な診断及び治療が可能になる
であろう。本研究の成果は「Lack of Implicit Visual Perspective Taking in Adult Males with Autism 
Spectrum Disorders」(2020) Research in developmental disabilities 99 doi: 10.1016/j.ridd.2020.103593.
でアクセプトされた。 
 
 
研究② 
１．研究開始当初の背景 
(1) ASDの簡易診断方法を確立するために、ASDの認知特性について検討した。 
 
(2) 自閉スペクトラム症（ASD）と注意欠如多動症（ADHD）の有病率は高いことが報告され
ているため、精神科領域において発達障害が注目されている。また 2つの群は成人になると診
断が難しくなるため、診断の補助尺度の確立が必要である。現在は認知機能を測定するための
検査としてWAIS-IIIが用いられている。しかしながらWAIS-IIIに基づいて成人期の高機能（IQ 
> 70）の ASDと ADHDの認知プロフィールに関する研究はほとんどない。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ASD 診断・重症度評価の指標を確立するために、神経心理学的な視点から、
WAIS-IIIに基づき、ASDと ADHDの特性を明らかにした。 
 
３．研究の方法 
〔研究対象〕実験①昭和大学烏山病院に通院する年齢・性別をマッチングした IQが 70以上の

ASD 120名、ADHD76である。 診断を受けた患者には、AQ、ADOS、WAIS-IIIを実施した。 
 
４．研究成果 
表 1に示すように、言語性 IQ と動作性 IQでは 2群間で有意差が示され、ASD の方が ADHD
に比べて高かった。言語理解に関連する知識、作動記憶に関する算数、数唱理解の得点が ASD
の方が ADHDに比べて有意に高かったが、知覚統合に関する絵画完成の得点が ASDの方で有
意に低かった。本研究により、成人期の ASDと ADHDの認知プロフィールが明らかにされた。
つまり、下位項目においては、それぞれの障害に示される特異的な特徴が示された。また言語
性 IQ と動作性 IQ において、両群で差が示された。これらの結果から明らかになったことは、
患者の認知的な特性に基づき、教育的な支援や就労支援などに役立つことであり、また患者自
身に自分の特性を理解するために必要な情報となるという点から、臨床上有用な指標と考えら
れる。本研究の成果は「Cognitive profiles of adults with high-functioning autism spectrum disorders 
and those with attention-deficit/hyperactivity disorder based on the WAIS-III」(2017) Research in 
Develop metal Disabilities 61 108-115でアクセプトされた。 
 
表 1「WAIS-IIIにおける ASDと ADHDの得点の比較」 

  ASD (n=120) ADHD (n=76) 
t(194) p 

Effect 

Size (d) WAIS-III Mean SD Mean SD 

IQ             
 

 Full Scale 101.7  14.6 100.0  14.1  0.78  0.438  0.11 

 Verbal* 108.1  14.8  103.3  12.4  2.44  0.016  0.35  

 Performance 93.1  16.5 95.6  18.1  0.98 0.330 0.14 

Index 
       

 Verbal Comprehension* 110.2 14.0 106.0 12.3  2.23 0.027 0.32 

 Perceptual Organization 95.4 21.3 96.5 19.8  0.36 0.719 0.05 

 Freedom from 

Distractibility* 
100.4 16.8 94.8  15.2  2.36 0.019  0.35 



 Processing Speed 87.6 18.0 91.4 18.2  1.40 0.164 0.21 

Verbal Subtests 
       

 Vocabulary 12.4 3.7 12.2 2.7  0.36  0.718  0.06 

 Similarities 11.7 3.0 11.3  2.9  0.81 0.419 0.14 

 Arithmetic* 10.4  3.3  9.3 2.9 2.45 0.015  0.35 

 Digit Span* 10.5 3.6 9.2 2.8 2.60  0.010 0.40 

 Information** 11.5 2.9 10.2 2.7 3.10 0.002  0.46 

 Comprehension 11.5 3.8 10.8 3.2 1.38 0.169 0.20 

 Letter-Number Sequencing 9.6 3.2 9.4 3.4 0.34  0.733  0.06 

Performance Subtests 
       

 Picture Completion* 7.8 3.2 9.0 3.5 2.30 0.023  0.36 

 Digit-Symbol Coding 7.6  3.5  8.1 3.6 0.92 0.358 0.14 

 Block Design 9.2 3.9 8.9 4.1 0.48  0.631  0.07 

 Matrix Reasoning 10.2 3.2 10.3  3.3 0.28  0.779 0.03 

 Picture arrangement 10.0 3.8 10.2 3.5 0.38  0.705  0.05 

 Symbol Search 8.0 3.5 8.7 3.5 1.20  0.231 0.20 

 Object Assembly 7.6 3.5 8.3 3.5 1.18 0.242 0.20 

t-tests was used for comparing the two groups.  ASD=autism spectrum disorders, 

ADHD=attention-deficit/hyperactivity disorder  

*P < 0.05, **P < 0.01 
       

 
 
研究③ 
１．研究開始当初の背景 
(1) 早期発見から支援へ繋げるために、地域子育て支援のシステムを開発した。 
 
(2) 近年、核家族化により、育児をする保護者の孤立化が問題になっている。また発達障害、
愛着障害などの精神障害、養育環境などにより、発達が気になる子どもが増加している。研究
代表者が 2012 年に幼児期の子どもを持つ保護者を対象に実施した調査では、およそ 20％の子
どもを、発達が気になると報告した。また発達が気になる子どもを持つ母親の方が、子育てに
対して悩みを打ち明けられる場所がないため、育児不安を軽減するためにも、地域支援が求め
られる。 
 
２．研究の目的 
本研究では、地域における子どもと保護者の支援の開発を試みることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
〔研究対象〕神奈川県在住の 1～4歳児をもつ親子 17組（発達が気になる子ども 8名、定型発
達の子ども 9名） 

 
〔実施内容〕相模女子大学子育て支援センターで実施された子育て支援は、年間 10回で行われ
た。子どもグループでは、主に子どもたちとのかかわりを通じて、お互いをよく知り、理解
され、成長していく集団となっていくことを目的とした。また保護者グループでは、子育て
について分かち合い、仲間づくりの場にすることを主な目的とした。全 10回中 7回は子ど
もと保護者はそれぞれ別室でプログラムが行われた。評価は心理尺度及び自由記述を使用し、
グループ開始前後で実施された。 

４．研究成果 
表 2に示すように、子どもの社会性の発達の項目の全てにおいて、グループ開始前よりも開始
後の方が有意に得点が高いことが示された。本グループでは、粗大運動であるリトミック・ゲ
ーム、親子活動による身体活動や、微細運動であるお絵かきや制作、おやつの時間などをプロ
グラムに取り入れて活動を行っていたことが生活能力因子の発達を高める結果になった可能性
が示唆される。また、集団行動を通じて、参加した子どもが学生や他の子どもと交流すること



で、社会性因子に関わる発達が促されたのではないかと推測される。その結果、発達レベルが
向上したように思われる。また、表 3に示すように、親子関係については、「心配」の項目にお
いて、グループ開始前よりも開始後の方が有意に得点が高く、「非難」項目では、有意傾向があ
ることが明らかとなった。グループ開始の時期は、子育てについて自信がなかったり、進路が
見えなく不安があったが、参加回数が増えるにつれて、他の参加者から子育ての悩みを共有し
たり対処法などを聞いたり、進路情報を共有できたり、同じ境遇の人と繋がりを持つことがで
きたので、自分の子育てに自信を取り戻し、気持ちにも余裕ができたのではないかと思われる。
さらに、自由記述による回答においては、グループの効果は、母子分離、社会・コミュニケー
ション能力の発達を促すこと、安心感や心地よさが得られたこと、保護者自身の精神的な健康
が回復したことが明らかとなった。今回実施したグループは、子どもの発達を促し、より良い
方向へと親子関係を導くことが明らかにされたが、さらにサンプル数を増やして、グループの
効果検証について検討していく必要がある。現在も和洋女子大学においてグループの検証を継
続している。本研究の成果は「インクルーシブ保育に基づく地域の子育て支援の効果検証」（2020）
和洋女子大学教職教育支援センター年報第 6により報告した。 
 
表 2「新版 S-M社会生活能力検査」におけるグループ開始時と終了時における比較 

 
 

表 3「TK式幼児用親子関係検査」におけるグループ開始時と終了時における比較 

 
 

最小値-最大値 中央値 最小値-最大値 中央値 P

不満 1-99 55.0 5-100 55.0 0.449

非難 5-99 50.0 15-95 75.0 0.075

厳格 1-99 70.0 25-100 70.0 0.168

期待 5-99 70.0 40-95 60.0 0.310

干渉 1-70 35.0 10-75 35.0 0.610

心配 5-75 10.0 5-95 15.0 0.078

溺愛 5-60 20.0 5-80 25.0 0.138

盲従 5-95 30.0 5-95 40.0 0.476

矛盾 1-95 40.0 15-90 50.0 0.239

不一致 5-99 40.0 15-85 50.0 0.758

よい母親 14-41 28.5 21-47 33.0 0.167

初回 最終回
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